
令和５年度 陽北中学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す生徒像含む） 
(1)  基本目標 

・自ら考え，主体的に学ぶ生徒 

・活気に満ちた，たくましい生徒 

・心豊かで，思いやりのある生徒 

(2)  具体目標（具体的な児童生徒像など） 

   校訓「聡く 強く 美しく そして，陽北中生としての誇りをもつ」を体現できる生徒 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

社会に貢献できる人間を育成するため，生徒一人一人の自らの良さや身に付けた力に気付かせ，自己有用感を高め学校を楽し

く居がいのある場としたい。そして，それらを伸ばしていく指導をもとに，確かな学び，豊かな心，健やかな体を育む教育活動

の充実を図る。さらに，人とのつながりの中で互いに支え合い，人に役立つことの意義が理解できる生徒を育成する。 
本校の古きよき伝統と校風を守り発展させ，保護者や地域の信頼と期待に応えることにより，生徒が陽北中学校に学ぶことを

誇りに感じる学校づくりを目指す。 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1)  学習指導において，教師間で授業を見せ合う機会を増やし，授業実践を通した指導力の向上に努め，教材やＩＣＴを効果

的に活用しながら，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の工夫・改善を図る。 

(2)  生徒の自主的・自治的活動を積極的に取り入れ，安心して考えを伝え合い，互いに高め合える学級集団の育成に努め，一

人一人の個性の伸長を図るとともに，協働して課題に取り組む態度を養う。 

(3)○道徳教育において，自己を見つめ，物事を広い視野から多面的，多角的に考え，自己の生き方や人間としての生き方につ

いて考えを深めることができるよう道徳の時間の充実を図り，すべての教育活動をとおして道徳的実践力の育成に努める。 

(4)  生徒指導において，生徒一人一人の人格を尊重し，生徒の自信や自己有用感を高め望ましい行動への意欲付けを図るとと

もに，困難を乗り越えることができるたくましさを涵養し豊かな心を育む教育を推進する。 

(5)  すべての教育活動に，特別支援教育や教育相談の考え方を生かし，一人一人の生徒の内面や能力・環境等の的確な理解の

上に，その教育的ニーズに応える教育の実践に努める。 

(6)○小中一貫教育と地域学校園の推進に努め，重点化・焦点化した活動を展開する。 

(7)  豊かな心と主体性を育む施設設備等のハード面や，言語環境・掲示環境等のソフト面の整備・充実に努める。 

(8)○生徒・保護者・地域住民等とのより良い人間関係を構築し，地域の小学校との連携はもとより体験的な活動の充実を図り，

地域とともにある学校づくりを推進して人間性や社会性豊かで広い視野に立つ生徒を育成する。 

(9)  学校運営では，「教職員の働き方改革」の視点から，ミドルリーダーを核とした校内組織の活性化を図り，校内業務の精選

化・効率化を推進していくとともに，勤務時間を意識した働き方を推進していく。 

(10)  「教職員評価制度」や「学校マネジメントシステム」，「魅力ある学校づくり地域協議会」等を有効に活用しながら，学校

と家庭・地域との連携・協力を深め，教職員一人一人が情熱をもち協働して指導する。 

 

 

 

 

 

 
４ 教育課程編成の方針 

(1)  教育関係諸法規・法令や学習指導要領及び県，市の教育行政の方針等を踏まえる。 

(2)  どのように学びどのような力を身に付けるのか等「社会に開かれた教育課程」を踏まえる。 

(3)  小中一貫教育を推進し，地域学校園で連携した取組を家庭や地域に積極的に発信するなど教育地域とともにある学校づく

りの一層の充実を目指す。 

(4)  持続可能な社会の創り手となるよう，生徒が自分のよさや可能性に気づき自己肯定感を高めることができるよう工夫する。 

「陽北地域学校園教育ビジョン」 

学びあい 認めあい 高めあう 陽北地域学校園 

～ 人と人との豊かなかかわりを通して ～ 



(5)  生徒の発達段階を考慮し，学習の基盤となる資質・能力や，SDGｓ等に係る現代的な諸課題に対応していくための資質・能

力を育成することができるよう，教科等横断的な視点で，各教科等の関連付けを図りながら教育課程を編成する。 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
(1)  学校運営 

・ミドルリーダーを核とした組織の活性化とともに，校内業務の精選化・効率化を図る。 

○地域と連携した諸活動の推進 

(2)  学習指導 

○「学びあい 認めあい 高めあう 陽北地域学校園」に基づいた教員の授業力向上，並びに家庭・地域と連携した学力 

向上 

(3)  児童生徒指導 

・自己有用感を育てる生徒指導と個別支援の充実 

(4)  健康（体力・保健・食・安全）（元気アップ教育に係る取組を含む） 

○生涯にわたって心身ともに健康で安全な生活を送るための資質や能力の育成 

 
６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 生徒は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・各学級の学芸委員会が中心となり，

家庭学習の内容を掲示したり，実施の

呼びかけをしたり，自主的な学習に取

り組ませていく。 

・家庭学習の習慣化と内容の充実を

図る指導と啓発を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，91.7％で

数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・各種調査の結果を踏まえ，家庭学習の

習慣をより一層向上・定着させる必要が

あるため，同内容で推進していきたい。 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 生徒は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・より積極的に生徒の良さを発見し，

認め，賞賛し，自己有用感を育成する

ことに加え，他者への思いやりの心を

育成するような指導を行う。 

・道徳での振り返りや日頃の思いや

りのある言動の実態などを学級だよ

りや学年だよりなどを通して保護者

や地域に発信していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，教職員が 95.0 

％，保護者が 92.4%で共に数値目標を上

回った。 

【次年度の方針】 

・生徒の良さを発見・賞賛する学校全体

での取組を検討する。 

Ａ３ 生徒は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・全教職員で，学校行事や部活動な

ど，集団や個人の達成目標について，

明確な達成目標を立てられるような

助言・活動を工夫していく。 

・目標に向けて努力することのすば

らしさを全教育活動の中で伝え，目標

達成に向けて努力する生徒を認める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，83.9％で

数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・数値目標は下回ったが，数値の向上は

見られるので，生徒個々の負荷を見極め

ながら，挑戦する場面を積極的に設ける

など，継続して取り組みたい。 



１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 生徒は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

・保健主事を中心に保健だよりや委

員会活動をとおして健康についての

啓発を行い，健康に関する自己管理能

力を高める。 

・保健安全部主導で，安全教育全般を

通して，思考力・判断力・表現力を育

成していく。 
Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 90.6％，

教職員が 95.0％で共に数値目標を上回

った。 

【次年度の方針】 

・保健だよりや委員会活動を通して健

康についての啓発を行い，健康に関する

自己管理能力を高め，さらに感染症予防

に努める 

・保健安全部主導で，安全教育全般を通

して，思考力・判断力・表現力を育成し

ていく。 
１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 生徒は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

  生徒の肯定的回答 

   ８５％以上 

・各種学校行事や生徒会活動，学級

での係活動等において，生徒が主体

となって活躍できる場を積極的に設

定する。 

・生徒が自己肯定感をもちながら，

互いに認め合える受容的な雰囲気づ

くりを行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，89.1％で

数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・学校行事や学習活動の中で生徒が主

体的に取り組める場面をできる限りた

くさん設定し，その過程や成果を認める

場面を充実させ，さらに達成感を味わわ

せていく。 
２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 生徒は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・オールイングリッシュの授業実践

を展開し，コミュニケーション場面を

意図的に設定していくなど，英語科で

の言語活動を工夫し，お互いに伝えあ

う活動の機会を増やしていく。 
Ａ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，70.5％で

数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・「話すこと」が重視されることを受け

て， 英語を用いた表現力・コミュニケ

ーション 能力を高める。 

・授業以外でも，給食時に「英語デー」

も設けるなど，意図的に英語を使う場面

を作る。 

Ａ７ 児童生徒は，宇都宮の

良さを知っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・地域連携教員を中心に地域人材の

活用や地域の教育資源を活用するな

ど，取組を工夫する。 

・総合的な学習の時間での宇都宮学

を活用して，地元への関心を高め，教

育活動において地域人材の教育資源

の活用を推進していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，81.0％で

数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・宇都宮学の授業を充実させるととも

に，地域人材を有効活用して，地元への

関心を高めていきたい。 
２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 生徒は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

・各教科の年間計画を見直し，授業展

開のなかに，端末を活用する場面を意

図的に設定していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答の割合は，97.5％

で数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・教職員間で活用法の共有を図ってい

きたい。 

・新しいソフト等の使い方について，校

内研修の機会を設け，積極的に活用す

る。 
２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 生徒は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・総合的な学習の時間を軸とした教

科横断的な計画を立て，３年間を通し

た活動をしていく。 

・全教職員が学校行事やボランティ

ア活動をはじめ，生徒の自己有用感が

高められる場面を多く設定していく。 

・現代社会の課題として「持続可能な

社会」について，生徒への投げ掛けを

意図的に行い，主体的に学びに向かえ

る学習方法を工夫していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，77.2％で

数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・教科横断的かつ３年間を通した活動

を具体的に実施し，生徒会活動とも連携

しながら，主体的に活動できる取り組み

を設定して行きたい。 



３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする生徒の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

・インクルーシブ教育の視点を意識

し，ＳＣ，ＳＣＭ，ＭＳ，養護教諭と

の連携を図り，情報共有や互いの報

告，連絡，相談を徹底する。合わせて

合理的配慮についての共通理解や，意

見の交換の場を設ける。 

・かがやきルームについて，効果的な

支援を踏襲・継続し，さらに適切な支

援の充実を図る。 

・教育課程に特別支援教育推進委員

会を位置づけ，年２回の実施をしてい

くほか，必要に応じ臨時委員会を開い

ていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答の割合は，95.0％

で数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・特別支援教育推進委員会及び教育相

談部会等を通し，一人一人に合った適切

な支援の検討と継続的支援の充実を図

る。 

・通常学級に在籍する，教育的支援が必

要な生徒に対し，より安心した学校生活

が送れるよう関係機関との連携を図り

ながら合理的配慮の提供をする。 

・インクルーシブ教育の推進に向け，教

職員が特別支援教育に関する研鑽と修

養に努める。 
３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・いじめゼロ強調月間に合わせて，

「学校生活のアンケート」を実施し，

現状を把握するとともに，いじめの早

期発見に努める。 

・生徒会主体のいじめゼロ集会を行

い，いじめゼロ宣言やいじめゼロ標語

募集など，いじめゼロに向けての活動

を行い，生徒の意識向上を図る。 

・取組を学校ＨＰや生徒指導だより

などで校外に向けて発信をする機会

を増やし，一層充実していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 96.0％で

数値目標を上回ったが，保護者が 81.7 

％で数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・今年度，校内で行った活動を校外に向

けて発信する機会が少なった。次年度

は，校内での活動を校外へより一層発信

できるように取り組みたい。 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

・学年部会，不登校対策委員会を中心

に組織的に取り組む。 

・スタンダードダイアリーの活用を

図り，生徒の良い点や善い行いを賞賛

することで，自己有用感をさらに高め

ていく。また生徒の不安なども早期に

発見し，対応することを継続してい

く。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 95.5％，

教職員が 95.0％で共に数値目標を上回

った。 

【次年度の方針】 

・不登校の背景を的確に捉え，今後も組

織的な対策を行い，学校全体の課題とし

て取り組みたい。また，日々の生活の中

不登校を生まないために，自己有用感を

高めるような声掛けや取組を継続して

いきたい。・ 
３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・学校行事や生徒会活動など，生徒の

自発的な活動を教職員が要所で支援

し，達成感や充実感を味わわせ，自己

有用感を高めていく。 

・生徒を主体とした活動を大切にし，

生徒の学びの機会を提供していく。 

・生徒の良さへの称賛を陽北Ｇｏｏ

ｄ ｊｏｂ賞などで行うことで，教職

員は常に生徒のよさを見つけ認めて

伸ばし，生徒の居がいのある学校づく

りを目指す。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 94.6％，

保護者が 86.5％で共に数値目標を上回

った。 

【次年度の方針】 

・感染症の蔓延などによる規模縮小が

緩和されたことで，生徒が主体となる活

動を増やすことができた。次年度も継続

して，生徒主体となる活動を行っていき

たい。 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や生徒にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・教科部会を充実し，授業展開の工夫

や端末活用を検討し，授業力向上に努

めていく。 

・学校ＨＰや各種たよりを通して，授

業の様子や生徒の実態を発信してい

く。 

・校内授業研究会を充実させること

で，教師の授業力を向上させ，生徒の

学力向上を図っていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 91.5％で

数値目標を上回ったが，保護者が 77.9 

％で数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・「授業力向上旬間」を各学期に設け，

研修会を通して「分かる授業」を推進す

るとともに，その取組が地域や保護者に

伝わるようにする。 



４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

・学校経営方針具現化のために，チー

ムとしての具体的な到達目標をいく

つか設定する。その実現のために自分

は何をすべきかを個々の教職員評価

の具体的な目標設定に策定できるよ

うにする。 

・ＧＩＧＡスクール構想に基づく端

末活用を通して，教科や学年，若手ベ

テランのＯＪＴを一層推進し，相互研

鑽の雰囲気を高められるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答の割合は，80.0％

で数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・学校経営方針の重点目標達成に向け，

各部の具体策を検討し，個々の教職員評

価の具体的な目標成果として設定する

ことを継続する。 

・端末活用を推進し，教科や学年，若手

ベテランのＯＪＴを高めていくように

する。 
４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

・退勤時刻宣言や「私の仕事効率化の

ための工夫」紹介など，個々の勤務時

間と仕事効率の意識化を高める工夫

をする。 

・ミライムやＧＩＧＡスクール構想

に基づくＩＣＴの活用による業務の

効率化や改善を推進するチームを編

制し，校内研修など実践する。 

Ａ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答の割合は，70.0％

で数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・日常業務の見直しや内容の改善，ＩＣ

Ｔ活用による効率化などを検討する。 

・教職員が主体的に働き方改革を意識

する場と雰囲気を醸成する。 

・若手教員を中心とした「働き方改革推

進チーム」を編成し，アイデアを募り，

実践していく。 
５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

 

・小中交流授業を各小学校で実施す

る。 

・年２回のあいさつ運動など，生徒の

自主的な参加を促していく。 

・年２回の小中合同家庭学習強化週

間を設ける。 

・小学校６年生の中学校訪問を実施

する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 82.1％，

教職員が 67.5％で共に数値目標を下回

った。 

【次年度の方針】 

・生徒の肯定的回答割合は前値度から

大幅に向上してきているので，コロナ明

けの実践的活動を推進していきたい。 

・小中連携がどの場面で図れるか，教職

員の話し合いを一層深められるように

する。 
５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・１年「働く人に学ぶ」や２年社会体

験学習など，地域の職業人や事業所へ

の理解を一層深められるようにする。 

・望ましい職業感の形成や主体的に

学ぶ進路学習の実践など，キャリア教

育の充実を図る。 
Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，79.7％で

数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・社会体験学習や「働く人に学ぶ」など，

地域の職業人や事業所への理解を一層

深められるようにする。 

・取組やその成果をより意識できるよ

う，総合的な学習の計画や振り返りを丁

寧に行うようにする。 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・安全教育係を中心に，毎月１回の安

全点検を組織的に実施するとともに，

速やかに修繕に取り組む。 

・国，県，市のコロナ対策に迅速かつ

適切に対応し，情報共有と本校として

の対策や取組を組織的に行う。 
Ｂ 

【達成状況】 

・保護者の肯定的回答の割合は，89.6％

で数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・安全教育係を中心に安全点検を組織

的に実施するとともに，速やかに修繕に

取り組む。部活動で使用する備品等の点

検も定期的に実施する。 

・必要のある時には，臨時の安全点検 

を行う。 



６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

  教職員の肯定的回答 

   ８５％以上 

・ＩＣＴを効果的に活用した授業づ

くりを推進する。 

・ＩＣＴ支援員と連携しながら，校内

におけるＩＣＴ環境の整備に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答の割合は，85.0％

で数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・校内研修や授業研究を通して，ＩＣＴ

を効果的に活用した授業づくりを推進

する。 

・ＩＣＴ支援員と連携しながら，校内に

おけるＩＣＴ環境を整備するとともに，

教職員の技能向上を図る。 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 生徒は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

保護者の肯定的回答 

８５％以上 

・生徒会執行部，生活委員会による

「あいさつ運動」に参加した生徒に対

して「陽北Ｇｏｏｄ ｊｏｂ賞」等を用

いて，称賛するような働きかけをし，

生徒自身が自主的に活発なあいさつ

ができるように育成する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 97.3％，

保護者が 89.7％で共に数値目標を上回

った。 

【次年度の方針】 

・年2回行われる地域学校園のあいさつ

運動も毎回 100 名近い参加者がいる。次

年度も積極的なあいさつを励行してい

く。 

Ｂ２ 生徒は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

・全教職員でできている行動・良い行

動を認めるなど生徒の行動を積極的

に評価する。 

・場面にあった判断を自分で行って

いけるような「自己指導能力」の向上

を図り，より一層，きまりやマナーを

順守するような態度や思いを醸成す

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 97.1％，

教職員が 92.5％で共に数値目標を上回

った。 

【次年度の方針】 

・今年度も生徒主体で学校のきまり改

定が行われた。改定されたきまりを再検

討することや，生徒同士できまりやマナ

ーについて声掛けできるような取組を

より検討していきたい。 

Ｂ３ 生徒は，進んで運動を

している。 

【数値指標】 

  生徒の肯定的回答 

   ８５％以上 

  教職員の肯定的回答 

   ８５％以上 

・年間を通して，単元に合わせた補強

運動を実施しながら，体力の向上を図

るとともに，運動に親しむ態度を養

う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・肯定的回答の割合は，生徒が 73.2％，

教職員が 77.5％で共に数値目標を下回

った。 

【次年度の方針】 

・年間を通して，体育科の授業で引き続

き単元に合わせた補強運動を実施しな

がら，体力の向上を図るとともに，運動

に親しむ態度を養う。 

Ｂ４ 学校全体で校訓「聡く 

強く 美しく」を共有化

し，生徒同士の連帯感を高

めている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答 

８５％以上 

・本校の教育活動の指標，伝統，そし

てコロナ禍においても，個々が，学校

が元気に力強く進んでいくためのス

ローガンとして，様々な活動や取組に

おいて啓発していく。 

・特に，「より主体的な生徒会活動」，

「自己指導力育成を図る生徒指導」，

「ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩ

ＣＴ活用能力向上」において，新たな

目指す生徒像として校訓を強調し，そ

の実現に向けて意識を高めていける

ようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答の割合は，82.5％

で数値目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・「より主体的で自己判断ができる，そ

してたくましく成長する生徒」を新たな

目指す生徒像として，校訓と結びつけ，

強調することで，その実現に向けて生徒

および教職員の意識を高めていけるよ

うにする。 

Ｂ５ 生徒は，校訓「聡く 

強く 美しく」のもと，力

を合わせて，学校行事をは

じめ様々な活動に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答 

８５％以上 

・様々な活動や取組において，「校訓」

を本校の伝統，目指す生徒像として実

施することを啓発していく。生徒会活

動や端末を活用した集会等を実施し

ていく。 

・校内各所への掲示，各種通信など周

知を図り，充実させていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答の割合は，87.9％で

数値目標を上回った。 

【次年度の方針】 

・様々な活動や取組において，「校訓」

を意識できるよう，特に計画や振り返り

において啓発していくようにする。 

・生徒会活動や校内各所での掲示，各種

通信などでこれまで以上に効果的な周

知を工夫していくようにする。 

 



〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・生徒のアンケート結果では，市内中学校平均との大きな差はなかった。質問事項 B2「児童生徒は，きまりやマナーを守

って，生活をしている。」では，昨年よりも 5.1 ポイント上回っており，本校生徒の規範意識が高まっていることがうかが

える。 

・保護者の肯定的割合において，質問事項 A1「児童生徒は，他者と協力したり，必要な情報を集めたりして考えるなど，

主体的に学習に取り組んでいる。」と A8「児童生徒は，デジタル機器や図書等を学習に活用している。」では，市内中学校

平均を 5ポイント以上も上回っている。 

・教職員の肯定的割において，質問事項 A3「児童生徒は，目標に向かってあきらめずに，粘り強く取り組んでいる。」と

A5「児童生徒は，自分のよさや成長を実感し，協力して生活をよりよくしようとしている。」では，市内中学校平均を 5ポ

イント以上，A4「児童生徒は，健康や安全に気を付けて生活している。」では，昨年度を 7.9 ポイント上回っており，本校

生徒が前向きな態度で学校生活を送っている様子をアンケート結果からも見ることができる。 

○質問事項 A17「学校は，小中一貫教育・地域学校園の取組を行っている」における肯定的回答は，生徒が市内中学校平均

を 14.7 ポイント上回っているのに対し，教職員は 20 ポイント下回っている。コロナ禍を経て児童生徒間の交流が再開し

たが，今後，より一層充実した取組となるよう地域学校園内で連携を図りながら実践していきたい。 

 
７ 学校関係者評価 

・子供達は地域の方々にも支えられていることを家庭の中でもっと意識させる必要があると再認識いたしました。 
・アンケートの結果に基づき，課題がしっかりととらえられて対応策も適切に考えられています。 
・これまでの長年の傾向から，指標を設定しなおすことも必要ではないでしょうか。 
・全体的にはすばらしい結果が出ていますので，自信を持って教育活動に取り組んでいただきたいと思います。 
・改めて教職員の方々の働き方改革も今後，進めていく必要がある。 
・宇都宮の良さを知るには，宇都宮を外から見る，他と比較してみるなどが必要なのでしょう。 
・小学校と比べ積極的に学校・子どもに関わろう，知ろうとする方も少なくなっているのではないか。 
・コロナ禍以降，少しずつ小中学校での活動も復活し，あいさつ運動や家庭学習に取り組むことができてよかった。 
・小中一貫教育・地域学校園の取組みへの評価について教職員と児童生徒の評価が極端に異なる点，児童生徒はデジタル

機器や図書等を学習に活用しているにおいて教職員と児童生徒の意識のギャップが大きいことです。 
 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
・昨年度と比較すると，保護者と教職員において５Ｐ以上低下している項目が目立つ。生徒の肯定的な回答は多いことか

ら，保護者に対して学校での取組をうまく伝えていないことが，大きな要因であると考える。学校での生徒の様子をホー

ムページやさくら連絡網等を通して，より効果的に発信していく。 
・教職員の回答が１０Ｐ以上低下したものに「持続可能な社会についての関心」と「職員の協力」の項目がある。SDGs

については，生徒が８割近い高い回答であるが，教職員には伝わっていない。具体的には，総合的な学習や教科等様々な

場面で取り扱っている内容だが，実際にこの問題に対するアクションがはっきりと見えていないことに原因がある。そこ

で，知識を実践できる場の創出が課題であると思われる。職員の協力については，有事の際，素早く組織で対応できてい

るが，日常からチームで取り組めるような組織力を強化していく。また，組織で動くことの達成感，成就感を味わわせる

ようにしていく。 
・教職員以外の対象・設問においては，市の平均と同等，または上回る結果であった。教職員については，教職員の働き

方や，教材教具の活用等について課題が見られた。今回の結果をもとに評価を行い共有するとともに，ICT の研修や採点

ソフトの活用など学校体制で公務の効率化を図っていく。 
○小中一貫教育・地域学校園の取組では，コロナ禍を経て児童生徒間の交流が再開したことで，生徒の肯定的回答割合が

前値度から大幅に向上している。今後，より一層充実した取組となるよう地域学校園内で連携を図りながら実践的活動を

推進していく。 
・今年度大きく低下した項目は昨年度向上した項目が多く，年によって上下していることが分かる。定着するためには，

根気強く指導にあたる必要があると考える。 
 


